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土建タイムとは
[bookmark: _Hlk129007283][image: C:\Users\user\Desktop\qrcode_202204070839.png]毎月1回、東京土建の取り組みを皆さんで共有してもらうことを目的に開催をお願いしています。事業所の方は選出された連絡員を中心に①内容の共有（会議や資料の配布、メール配信等方法は問いません）、②署名・アンケート等の集約、③土建タイムの報告（赤枠記載）をまとめ、同封の返信用封筒で、月末までに支部へ提出をお願いします。詳しくはQRコードをご参照ください。※個人の方は連絡員(報告者)の欄に名前を記入してください
今月の参加者
・連絡員（報告者）氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加人数【　　　　】人
・参加者氏名：	　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　、
			　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　、
情勢
建設産業の賃金をめぐる情勢
厚労省が４月８日に２月毎月勤労統計調査（従業員が５人以上）を発表し、物価変動を考慮した実質賃金は前年同月費比１．３％減で、２３ヵ月連続のマイナスになりました。この長期にわたる実質賃金の減少は直近３０年ではリーマンショック（０７年～０９年７月）に抜き最長記録となっています、ただ、２３年通年の２．５％減と比べると下落幅は縮小しており、厚労省は物価が落ち着いてきているとみられます。そうした中での春闘は２．９２％（４／８時点）引き上げを発表しており、中小企業への波及や金融機関によるロ－ンの利率上昇などが課題となります。
建設従事者の賃金は「首都圏４組合調査」で２０１９年に初めて２万円に到達し、２３年は２万２２００円台になると予測されています。さらに賃金で負担をしているものについてのアンケート結果はガソリン代、燃料代が最も多く、次に作業・安全用品、そして現場の駐車場代と続いています。休みについては４週４以下が最多で４週５休以下で半数以上を占めています。他産業との比較において相変わらず長時間労働、低賃金、さらに経費の自己負担が蔓延している状況を踏まえ労働条件の改善を進め働き方改革辺対応を進めていく必要があります。
「口座管理法」４月１日施行　預金者の「同意」で、全預金口座にマイナンバーを紐付け
２０２１年５月に成立した「デジタル改革関連法案」のひとつである「預貯金者の意思に基づく個人番号の利用による預貯金口座の管理等に関する法律（口座管理法）」が４月１日から施行されました。同法では、金融機関は、口座開設その他重要な取引の際に、預貯金者に対しマイナンバー紐付けのメリットを説明し、自行に開設されたその人の口座をマイナンバーに紐づけることを「承諾するかどうか」の確認を行わなければならないとし、承諾した場合は、さらに他行口座への紐付けについても承諾するかどうか確認することを義務付けました。承諾された場合は、金融機関は「預金保険機構」を通じ、その預貯金者が持っているすべての口座にマイナンバーが紐づけられることになります。すでに口座を開設している預貯金者に対して、各金融機関からの意思確認が行われるかどうかは不明ですが、金融機関窓口等で十分な説明なく承諾を求めてくるケースが考えられます。
また、４月からは、昨年６月の法改定により、各行政機関（区市町村役所・年金機構・税務署など）から、同行政機関が把握している金融口座を「公金受取口座」として登録してよいかを尋ねる文書が順次発送される予定です。文書に記載された一定期間内に「不同意」を記載して返送しなければ、自動的に「公金受取口座」としてマイナンバーが紐づけられることになります。
政府はかねて、マイナンバーをすべての口座に紐づけることにより、全国民の資産を把握し、徴税強化や社会保障給付の削減に役立てることを狙っていました。改定法の施行により、その基盤が構築されたことになります。安易に紐付けを承諾したり、「お尋ね文書」を放置することは危険です。届いた文書は放置せず中身を確認しましょう。ご不明点がある場合は組合へご相談ください。
この間の取り組み
4.19大手企業交渉
　大手企業交渉が2日間（4月18日・19日）を中心に行われ、渋谷支部は4月19日に清水建設の交渉団に参加しました。結果報告は5月支部機関紙「けんちく」や6月「全建総連（2024年春企業交渉特集号）」をご確認ください。
今後の取り組み
[image: ]規格不適合の墜落制止用器具の使用中止と回収について（厚労省）中執より
厚生労働省は、高所作業等の際に使用が義務付けられている墜落制止用器具（安全帯）の安全性を確認するため、国内で販売されている製品の構造、性能、強度等の試験を行う買取試験を実施しています。一部製品に墜落制止用器具の規格で定める構造、性能、強度等の要件を満たしていないものが確認された為、販売者に対して当該製品の回収を要請するとともに、使用を中止するよう広く注意喚起するため、ウェブサイトで公表しています。土建タイムと野丁場NEWSにて組合員に周知していきます。
規格で定める要件を満たしていないことが判明した墜落制止用器具メーカーは下記の通り。


・㈱データコンプレッションズ
・㈱正真
・㈱TOWA
・合同会社ログソルJAPAN
・㈱NTR
・IIWOJ
・Shandong Guangjia Rope Net Co.,LTD.

※上記企業の全製品が規格を満たしていないわけではありません。規格に満たしていない対象となる製品は厚労省HP（https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_39470.html）をご参照ください。
新たに3月19日㈱プラネットグリーンと東京土建が労働協約を締結
仕事の内容は、野丁場でキッチン周りの設備設置等、太陽光パネル設置です。給排水衛生ガス関連に従事する方、電工の方、ご応募をお願いします。建設キャリアアップシステム技能者登録が必要となるため、未登録の場合はCCUS技能者登録を済ませてからの従事となります。
	日程
	5月25日㊏10時、6月22日㊏10時

	場所
	けんせつプラザ東京
	職種
	大工職、解体職、給排水衛生ガス職、電工職

	参加者
	


渋谷支部　先月報告以降の労災事故相談
台車移動中、壁と台車に足が挟まれ裂傷、骨折（北部・町場・解体）


木工教室材料の作成依頼公募について
2024年度も椅子を製作予定です。5月のけんちくにて木材加工の請負をして頂く組合員を募集します。応募締切りは発注・加工期間を鑑みて5月末とします。希望される方は、担当の小松書記までご連絡ください。
[image: ]全建総連工務店アンケート調査
物価高騰・建材価格の値上げが進み、組合員の経営・受注環境にも影響が出ています。全建総連は、影響を把握し、対策を要望するため４回目のアンケート調査を実施します。今回調査から「働き方改革への対応、労働者の処遇改善」を新たに追加し、実態把握に使用されます。右QRコードからも回答できます。定期発送に調査票を同封します。回答期限は5月31日までです。
CCUS関連　組合新加入者キャンペーン
　組合新加入者キャンペーン実施中。CCUS技能者登録（詳細型）の登録料4,900円が無料となります。当支部は登録認定機関となっていますので、組合内外の仲間に対応することが出来ます。この機会に、是非組合にご加入ください。
健診キャンペーン（資料参照）
[bookmark: _Hlk160808771]今回から、インターネットでの申し込みも可能となりました
はたがや協立診療所とクロス病院健診センターについては、指定のEメールアドレスに申込書のExcelデータを添付してください
代々木病院健診センターについては、独自の申し込みフォームが整いましたので、健診センターのホームページ内にある「東京土建」をクリックして、申込へ進んでください
· 申込フォームはデータの添付ができませんので、申込内容を直接入力してください
全建総連インボイス導入後アンケート結果
[image: ]11月20日～12月25日の期間で取り組まれた、「全建総連インボイス導入後アンケート」の速報が公表されました（全国で有効回答数は2708件）。免税事業者がインボイス登録をして課税事業者になった後も、「上位業者との取引価格が据え置きだった」と答えた回答は65％にのぼり、消費税分の価格転嫁ができていない状況が明らかになりました。インボイス登録をせず免税事業者のままでいたケースでは、「消費税分を値引きされた」との回答が36％に上りました。また、制度導入を契機に「収入が減るなら廃業する」との回答は9.1％で導入前の前回調査6.3％から増加しています。詳細は右のコードからダウンロードする事ができます。緑資料集参照
経営センターによる経営相談会
会社の設立、事業の継続等、経営に関する悩みに経営コンサルタントが応える無料相談会です。
	日時
	5月30日㊍、6月27日㊍、7月22日㊊　10時・11時の2回

	会場
	けんせつプラザ東京2階　応接室　要予約


[bookmark: _Hlk160808614]


アスベスト健診 東京土建デーの日程
	芝診療所
	午前9時～正午
	5月28日・6月25日

	御成門内科クリニック
	午前11時～正午
	5月14日・6月11日

	立川相互ふれあいクリニック
	午後1時半
	7月19日


6.30「夏のピースツアー」
今年の「夏のピースツアー」は、2025年で戦後80年を迎え、米軍のアジア拠点となっている横田基地の現地視察バスツアーです。基地の現状や騒音被害の実態などを考えるフィールドワークを行います。ガイド役には「静かな空をもとめて」国を相手に闘う第3次新横田基地公害訴訟の原告団長を務める奥村博さんに依頼しています。参加規模25人、最終締め切り6月14日とし定員になり次第申し込みを締め切ります。5月発送でチラシを同封します。
	日程
	6月30日㊐9時

	内容
	ツアー行程(仮)
9:00（新宿 工学院大学）－(移動中に解説) －10:00横田基地の見学－12:30（ランチ：福東トモダチ公園）－14:00帰りバス－15:00到着予定（新宿 工学院大学）

	参加費
	1,000円
	参加者
	


原水爆禁止2024世界大会in広島 代表派遣―原水爆禁止渋谷協議会
原水爆禁止2024世界大会の代表者は2023年5月発送・けんちく紙面上で2人公募します。

日程：2024年8月4日㊐～6日㊌
応募資格：渋谷支部の組合員であること
代表派遣：2人
旅費等：支部負担
応募期限：2024年6月7日
問い合せ：田中書記

事務所閉鎖のお知らせ

5.17書記職員会議
6.17書記職員会議
6.27-28書記職員研修

意見・相談・要望等自由記述欄（報告欄に入らなかった場合もこちらにご記入ください
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